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千葉大学短期交換留学プログラム（J-PAC）の現状と課題 
―学部交換留学を中心に― 
 
吉野 文・西住 奏子 
 
要旨 
1996 年に千葉大学短期留学国際プログラムとして始まった Japan Program at 
Chiba（J-PAC）は、2003 年度以降、応募条件に 150 時間の日本語学習経験が加わ
り、J-PAC は３つの全学的な短期留学受け入れプログラムの総称となった。 
本稿では、まず J-PAC を構成する各プログラムの概要と受入れ状況を説明し、学
部交換留学プログラムへの受け入れ学生数が、欧米からの学生を中心に増加している
現状を見た。次に、学部交換留学プログラムの目標の見直しとそれに伴う科目の整備
状況などについて述べ、千葉大学の一般の学部生にもニーズがある英語で行う授業は、
科目数の増設が必要であることなどを指摘した。協定大学からの受け入れプログラム
が多様化しつつあるが、千葉大学にとっての留学生受け入れの意味やメリットを検証
した上で、各プログラムを位置づけていく必要があろう。 
 
はじめに 
千葉大学では、1996 年 10 月に、学生交流協定を結んでいる海外の大学から学部 2・3
年生、約 20 名を交換留学生として１年間受け入れる「短期留学国際プログラム（略称
J-PAC）」を開始した。 
当初のプログラムは、英語による授業を行うことによって「千葉大学が得意とする工学、
自然科学、法律・政治、経済などの諸分野を専攻する学生にも広く門戸を開放すること」
（千葉大学留学生センター自己点検・評価委員会 2003：27）を目指すものであった。日
本語を専攻する学生を排除するものではなかったが、日本語学習歴を応募条件に含めなか
ったことからもわかるように、理系・文系を問わず、より広い専門分野の学生を受け入れ
ようとするものであった。 
しかし、その後、日本に興味がないまま入学してくるプログラム参加者の学習意欲の低
さが問題となり、2003 年度（第 8 期生）からは、150 時間以上の日本語学習歴を応募条件
とするようになった。また、同時に、J-PAC という名称を千葉大学における協定大学から
の短期留学プログラムの総称として用いることとし、学部交換留学プログラム、大学院交
換留学プログラム、日本語・日本文化研修プログラム（以下、日研生プログラム）の３つ
を指すものとすることになった。 
本稿は、受け入れ条件が変更となった 2003 年度以降の J-PAC、特に学部交換留学を中
心に、J-PAC のコーディネーターの立場からプログラムの現状を概観し、今後の課題を明
らかにすることを目的とする。 
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１．プログラムの概要 
１．１ 各プログラムの目的・応募条件・修了要件 
（１）学部交換留学  
a．目的 
幅広い専門分野の学生を受け入れるという点では、従前の J-PAC と同じであるが、2009
年度からは、①日本社会・日本文化に対する理解を深めること、②千葉大学の特色ある授
業に参加し、新しい知見を得ること、③日本人（学生）との交流を通して異文化理解を促
進すること、④日常生活や大学での学習に必要な日本語を習得することの４つを、プログ
ラムの目標として明示している。 
②にあるように、千葉大学の先端的な学術研究の成果に触れることも目標の一つである
が、①、③、④からわかるように、専門を問わず、日本社会・日本文化に興味を持つ学生
に向けたプログラムとなっている。プログラム終了時に実施しているアンケートの結果か
らも、実際に多くの学生が日本への興味・日本語の習得を目的として参加していることが
わかる（１）。 
b．応募条件・修了要件 
協定大学から推薦を受けた学部生で、応募時に学部２年生以上であり、日本語を教育機
関において 150 時間以上学習していることが応募条件である。各学期７科目以上履修し、
単位を修得した学生には、修了証を与えている。 
（２）大学院交換留学 
a．目的 
千葉大学の研究科に所属して専門の授業を受講しつつ、各自の研究を深めることを目的
とする。千葉大学の教員から直接指導を受け、交換留学の間に学位論文の研究を並行して
進めることも可能である。希望者は、各自のレベルに合った日本語授業が受講できる。 
b．応募条件・修了要件 
協定大学の大学院生が対象で、応募者の研究分野の授業や研究指導が千葉大学で受けら
れることが条件である。必要とされる日本語力は、各研究科・専攻により異なる。千葉大
学の研究科の授業科目を合計４科目以上履修し、単位を修得した者、またはそれと同等
とみなせる成果を得た者に、修了証を与えることになっている。 
（３）日本語・日本文化研修プログラム 
a．目的 
文部科学省による国費外国人留学生制度の一つである日本語・日本文化研修留学生プロ
グラムのために、千葉大学が設けているプログラムである。日本語・日本文化に関する分
野を専攻している学部生を対象に、①アカデミック・ジャパニーズを中心とした高度な日
本語能力を養うこと、②日本に関する専門的な知識を習得すること、③基礎的な研究能力
を養い、将来にわたり研究が続けられるようにすること、④実地見学や様々な日本人との
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交流活動を通して日本理解を深めることの４つを目的としている。 
b．応募条件・修了要件 
来日および帰国時点で協定大学の学部に在学し、日本語・日本文化に関する分野を専攻
している者が対象である。千葉大学における授業科目を、合計 12科目（18単位）以上
履修して単位を修得し、日本語による修了レポートを提出して合格と認められた者に
は修了証を与えている。 
 
１．２ 留学生交流支援制度（短期受入れ）奨学金 
現在、学部交換留学、大学院交換留学のプログラムの参加者が受けられる主な奨学金は、
日本学生支援機構（JASSO）の留学生交流支援制度（短期受入れ）奨学金制度（文部科学
省補助金事業）によるものである。 
応募条件に日本語学習歴が含まれるようになった 2003 年度以降も、学部交換留学プロ
グラムでは、英語による授業の提供が継続されており、同制度の短期留学特別プログラ
ム型（以下、短プロ型）に毎年申請して、支援を受けている。また、同制度の大学推薦
枠にも申請し、割り当てられた奨学金は大学院交換プログラムの参加者に回している。 
 
表１ 年度別・枠別 JASSO 奨学金の割当* 
 2004  2005 2006 2007 2008 2009 
短プロ枠 
16（21） 10(22) 10(20) 11(20) 8(33) 12**(39) 
76％ 45％ 50％ 55％ 24％ 31％ 
大学推薦
枠 
6(7) 6(6) 3(7) 3(9) 1(7) 1** (7) 
86％ 100％ 43％ 33％ 14％ 14％ 
* 各枠の上段は割当人数、（ ）は受け入れ学生の総数、下段は JASSO奨学金を受けた学生の割合を示す。 
** 2009年度は当初予算での割当を示す。実際には、補正予算で短プロ枠 11 名、大学推薦枠 2名の追加割当を受けた。 
 
表１からわかるように、短プロ枠は 2005 年度以降 10 名前後で推移し、大学推薦枠も、
現状では 1 名しか確保できていない。現在では短プロ枠は制度上１プログラム 15 名が上
限となっていること、また、大学推薦枠も総数自体が減尐していることから、いずれも割
当の増加は望めない。今のところ奨学金の減尐にもかかわらず、私費でも参加したいとい
う希望者が増加しているが、受給者の割合はさらに低くなるものと予想される。 
 
１．３ 受け入れ・指導の体制 
2009 年度までは留学生委員会の下に置かれた留学生受け入れ専門委員会において、受け
入れの可否、学部・研究科への配置、奨学金の割当を審議してきた（２）。 
受け入れが可となった学部交換留学生、日研生には、学部において指導教員が決定され、
学生自身の日本語力や希望に応じて、学部の専門授業に参加したり指導教員からの個人指
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導が受けられるような体制となっている。また、大学院交換留学生に関しては、応募者本
人が希望する教員が、実際の指導教員となるよう調整している。 
一方、筆者ら国際教育センターの J-PAC コーディネーター2 名は、指導相談担当の教員
や留学生課と連携して J-PAC を対象としたガイダンスや個人指導を行っており、学習面・
生活面での日常的な支援も、必要に応じて行っている。 
 
２．受け入れ学生数 
1996 年度から 2002 年度までの J-PAC は、毎年 20 名以内の学生数で推移していたが、
この時期は、J-PAC 以外に、短期分散型受け入れという形でも毎年協定大学からの学生を
受け入れていた（３）。短期分散型受け入れは、大学院の交換留学生や日本語力が高く一般
の学生向けの授業が受講できる学部生が対象で、学部・研究科における学習・研究を主目
的に在籍するものとされていた。しかし、2003 年度以降は、従来の J-PAC と分散型の受
け入れが、「学部交換留学」、「大学院交換留学」という二つの区分に再編成され、今日に至
っている。 
図１は、2003 年度以降の学部交換留学の受け入れ学生数を示している。2007 年度まで
はそれまでと同様に 20 名前後で推移していたが、2008 年度は 33 名、2009 年度は 39 名
と急増した。これは、学生交流協定の締結が相次ぎ、新たに学生を送ってくる大学が増え
たことが背景にある。派遣元の大学数は 2006 年度の 14 大学が、2009 年度には 23 大学に
まで広がっている。 
 
 
図１ 学部交換留学プログラム受け入れ学生数の推移 
 
受け入れ学生を文系・理系に分けて見てみると、全体の７～8 割を文系の学生が占める
という傾向が続いており、その割合は、最も低かった 2003 年度で 65％、最も高かった 2008
年度で 88％である。しかし、これは見方を変えれば、日本語学習歴を 150 時間要求する
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ようになってからも、理系の学生が一定数応募しているということを示している。学生個
人や派遣元の大学の希望で、理系の専門分野の授業や指導教員による個人指導を受ける学
生もいる一方で、理系であっても、日本語・日本文化の学習を志向する学生も尐なくない。 
次に、図２で受け入れ学生を出身別に見てみる。ここからは、最近の傾向として、アジ
アの大学からの受け入れはほぼ横ばいであるのに対し、ヨーロッパと北米からの受け入れ
は実数、割合ともに増えていることが読み取れる。 
 
 
図２ 出身別学部交換留学プログラム受け入れ学生数の推移 
 
地域別の割合を 2003～2007 年度までの平均と 2008～2009 年度の平均で比較すると、
図３のようになる。アジアからの受け入れは 47％から 30％へと減尐しているのに対し、
ヨーロッパは 14％から 28％へ、北米からは 27％から 32％へとそれぞれ増加している。千
葉大学全体の留学生を国別に見た場合、ヨーロッパ出身者の比率は 2.9％、北米出身者は
1.2％にすぎない（2009 年 11 月 1 日現在）ことから、学部交換プログラムにおける欧米学
生の比率がいかに高いかがわかる。 
図３ 学部交換留学プログラム受入れ学生の地域別割合 
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３．学部交換留学プログラムの内容 
 以下では、学部交換留学プログラムに焦点を絞って、３．１学部交換留学プログラム向
け授業科目、３．２特色ある授業科目、３．３授業科目に関わる課題について述べていく。 
 
３．１ 学部交換留学プログラム向け授業科目 
これまで、受け入れの審査と同様に、J-PAC の各プログラムのあり方についても、留学
生受け入れ専門委員会において見直しを行ってきた。学部交換留学生は、基本的に、授業
担当教員の許可が得られれば、普遍教育科目（４）、学部の専門教育科目のいずれも受講で
きるようになっているが、「自由に選択できる」というだけでは、プログラムの特色として
アピールするには不十分である。そこで、１．１（１）でも触れたように、2009 年度に向
けて、プログラムの目標を明確にし、それに合わせて提供科目の充実を図った。 
まず、１．１で述べた４つの目標に対応する科目群として、「日本を学ぶ（人文科学系）」・
「日本を学ぶ（社会科学系）」（①に対応）、「くらしと環境」・「先端科学を知る」（②に対応）、
「異文化理解」（③に対応）、「日本語」（④に対応）の６つの領域を設定し、募集用のパン
フレットと授業の説明（「コース・ディスクリプション」と呼んでいる）には、この領域ご
とに授業科目名を提示するようにした。「日本語」を除いた５つの領域の推奨科目のリスト
を表２に示す（５）。 
 
表２ 学部交換留学生に推奨する科目* 
領域 授業科目名 
日本を学ぶ 
（人文科学系） 
日本語文法概説 I・Ⅱ 
日本人の精神・伝統文化（日本事情１）、現代日本人の生活様式（日本事情
2）、隣人を知る、日本研究入門 a、日本を学ぶ、文学理論概説ａ、国際理解
教育演習 I・II、日本の教育事情 I・II、日本の情報教育、教育記事を読む
I・II、特別研究（文系）Ⅰ・II、特別研究（文系）Ⅲ・Ⅳ 
日本語の特徴１、日本語の文法、日本語の諸相、戦後日本の食生活Ⅰ・Ⅱ（日
本事情 5・6）、日本イメージの交錯、日本アジア文化交流史、近代日中の文
化と思想を考える、多文化接触論ａ、日本建築史、日本研究入門ｂ 
日本を学ぶ 
（社会科学系）  
現代日本経済 I・II 
 
時事から日本を考えるⅠ・Ⅱ（日本事情 7・8）、日本の政治、日本経済論、
アジア経済論、日本経済史、日本法制史 
くらしと環境  都市環境とランドスケープ、建築デザインへの招待、国際標準化、環境から
考える生活と世界 
地球環境の行方 、環境化学、環境文化論 
比較農業環境論 
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先端科学を知る 画像工学の基礎、デザイン科学 
特別研究（理系）Ⅰ・Ⅱ 
 
異文化理解  異文化コミュニケーション 
異文化交流実習・言語文化交流演習 
 
*各領域とも上段は英語で行う授業、中段は中級レベルの日本語力でも受講可能な科目、下段は日本語で
行う一般の授業。下線が引いてある科目は「留学生用科目」で、短期留学生のみが履修できる。 
 
次に、各領域の授業を、英語で行う授業、中級レベルの日本語力でも受講可能な授業、
正規の学部生を対象とした日本語力を要する授業の３段階に分けて科目リストを提示する
ようにした。これは、学部交換留学プログラムに参加する学生の日本語力が、学習歴 150
時間程度の初級レベルから上級レベルまでかなり幅広いという現状に対応するためである。
表２の各領域の上段、中段、下段の科目がそれぞれに対応している。 
英語で行う授業の大半は、普遍教育科目の中の教養展開科目（国際性を高める）に位置
づけられ、J-PAC 以外の正規課程の学部生も英語力さえあれば履修することができる。ま
た、表２には含まれていないが、授業担当教員の協力により、学部専門科目が英語によっ
て行われ、学部交換留学生に開放されることもある。2009年度は、日本を学ぶ（社会科学
系）として、「ゼミナールＩａ・ｂ」（法経学部石戸光准教授）、「政治学特講Ⅰ」（教育学部
磯崎育男教授）の３科目について協力を得ることができた。 
また、中級レベルの日本語力で受講可能な授業科目は、既存の科目の中から授業担当教
員の協力が得られたものをリストに加えている。一般の授業との違いは、担当教員が、受
講者のレベルに合わせて使用する日本語を調整したり、資料に英語の説明を加えたり、あ
るいはレポートを英語でも可とするなどの配慮がなされるところにある。以前から、各学
部が独自に開講している留学生向けの科目および教養展開科目（国際性を高める）につい
ては、積極的に学部交換留学生にも受講を勧めていたが、今回はそれ以外の専門科目や普
遍教育科目にも範囲を広げて、領域ごとに示すようにした。 
さらに、2009 年度から 2010 年度にかけて、プログラムのねらいに沿って、以下の表３
に示す５つの科目が普遍教育科目として新設された。 
 
 
表３ 新規開講科目（2009年度～2010年度） 
分類 科目名 期別 担当教員 
英語で行う科目 デザイン科学 前期 工学部教員（オムニバス形式） 
異文化コミュニケーション 後期 国際教育センター教員 
環境から考える生活と世界 後期 非常勤講師 
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中級の日本語力で
も受講できる科目 
異文化交流実習 後期 国際教育センター教員 
言語文化交流演習 前期 国際教育センター教員 
 
このうち、英語で行う科目の開講は、工学部、普遍教育センターの協力によって実現し
たもので、2009 年度の受講登録者は、それぞれ表３の上から、24名、34名、15名、この
中には正規の学部生がそれぞれ 18 名、16 名、５名含まれている。後述するように、英語
で行う科目は、内容によって学部交換留学生だけでなく、一般の学生のニーズにも対応し、
両者の混在学習の有効性を高めるものとなる。 
一方、「異文化交流実習」、「言語文化交流演習」は、短期留学生のみを対象とし、前者は
学内外の異文化交流行事に主体的に参加し、体験、観察、内省などを通して異文化への理
解と気づきを深めること、後者は言語教育センター開講の外国語科目に母語話者・準母語
話者として参加し、言語・文化のインフォーマントとして、また言語の実際使用場面の参
加者として活動することをその内容としている。地域社会や一般の学部生との接触の機会
を積極的に生み出し、それを授業に組み込むことによって、多面的、客観的な日本理解に
結びつけることにねらいがある。 
最後に、学部交換留学プログラム向け授業科目における重要な科目群として、語学とし
ての日本語の授業科目があることも付け加えておきたい。日本語授業は、国際教育センタ
ーにおいて初級から上級までの８レベルにわたって開講されており、学部交換留学生は、
自分の日本語能力相応のクラスで学ぶことができる。単位互換の対象ともなるため、履修
する科目数には制限を設けていない。初・中級レベルの日本語コースは研究生・大学院生
も受講するコースでもあるため、彼らとの間に日本語学習の目的のずれがあったり、受講
者の出入りが激しかったりする点は課題である。 
 
３．２ 特色ある授業科目 
３．１では学部交換留学生に提示する科目を概観したが、ここでは、特色ある授業科目
を３つ取り上げ、ねらいや意義について考えてみたい。 
まず、2009 年度に新規に開講した英語科目の一つ、筆者の一人（西住）が担当する「異
文化コミュニケーション」を取り上げる。この授業では、言語的文化的背景の異なる多様
な学生が受講することを前提に、異文化間におけることばの使い方、ふるまい方の違いや
共通点を話し合い、心地よい交流には何が必要か考える。異文化コミュニケーション論や
語用論、社会言語学などの知見を織り込みながら、日本人学生と留学生、日本人学生同士、
あるいは出身の異なる留学生同士がお互いの文化を知り、尊重しあうことを目的としてい
る。初年度は、学部交換留学生 18名、一般学生 16 名が受講した。当初一般学生の受講希
望者が 32名にも上り、英語による文章作成課題を実施して参加者を絞らざるをえなかった。 
授業の共通語である英語力の差は見られたが、一方向的な講義形式ではなく、グループ
ワークを中心に授業を組み立てたことから、互いに助け合いながら積極的に討論に取り組
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む姿勢が培われていった。本授業の具体的な成果は継続して開講してみなければ判断しが
たいが、英語によるコミュニケーションを通して異文化への気づきと理解を実践的に深め
るという点から、留学生のみならず一般学生にとっても意義が大きいと言える。 
次に、短期留学生のみを対象とする「特別研究（文系）Ⅰ・Ⅱ」について取り上げる。
この科目は、10 月から 1 年間かけて自分のテーマで日本研究のレポートを作成するもので、
J-PACコーディネーターを含む国際教育センター教員 5名による合同授業として、2000 年
秋から開講されている。日研生には必修科目であるが、学部交換留学生でも日本語力が比
較的高い学生が受講することが尐なくない。2003年度以降も毎年平均５～６名の学部交換
留学生がレポートを完成させ、学内外の関係者に向けた研究発表会にも参加している。こ
の授業は、テーマ設定から始め、研究計画書を作成し、文献を読み込み、必要に応じてデ
ータを収集した上で日本語による 6000 字以上のレポートを書き上げるという要求水準の
高いものである。感想文や先行研究の寄せ集めではないレポート作成を実地に学ぶ機会と
なっている。この授業を受講した学生の中には、国の大学を卒業した後、千葉大学に研究
生、大学院生として再入学する学生もおり、アカデミックな日本語能力、研究能力の基礎
を養う契機となっていると考えられる。 
最後に、同じく短期留学生のみを対象とする「特別研究（文系）Ⅲ・Ⅳ」について取り
上げたい。2009 年度後期から 2010 年度前期にかけて開講されているこの科目は、国立歴
史民俗博物館と国際教育センター教員（和田健准教授・民俗学）が共同で行っている。受
講者は、博物館に足を運び、展示の解説を受けながら、自国からの来館者に向けて、博物
館の展示のトピックを母国語で紹介するワークシートを自ら作成する。自国の歴史教育を
受けてきた留学生が、「日本の歴史表象を担う博物館で、どのような歴史像を見出すかを議
論しながら作り出すこと」（和田 2010: 14）を通して、「単純に展示を見るだけに終わらな
い、質的に高い歴史認識、文化認識を育てることが可能である」（同上： 14）と考えられ
る。また、授業担当者のもう一つのねらいは、「体験交流するだけでなく、より対象となる
現場と関わっていく学外プログラム」（同上： 13）を試行することにある。そこには、短
期留学生を将来にわたって日本と関わりを持つ人材として捉え、この活動にインターンシ
ッププログラムの要素を見出そうという意図がある。 
以上、英語科目における授業形態の工夫が一般学生を含む受講者間の相互作用・相互理
解を促進する可能性、また、２つの特別研究科目が広い意味での人材育成に結びつく可能
性があることを指摘しておく。 
 
３．３ 授業科目に関わる課題 
2009年度のプログラムの改定によって、学部交換留学の目標が明示され、学内の協力に
よってある程度の科目の整備が進んだ。また、３．２で述べたような授業科目は、より広
く留学生教育を構想する際の重要な視座を示している。 
しかし、プログラム全体を通してみると、まだいくつかの問題が存在している。その一
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つは、英語による授業の提供である。短期留学プログラムを開設している多くの大学に共
通する課題であるが、表２に示す１年間 11科目は、学生にとって選択肢の幅が広いとは言
えない。7 年前の「英語による授業の確保はプログラム維持のための最大の課題となって
いる」（千葉大学留学生センター自己点検・評価委員会 2003：28）という指摘は、今も全
く変わっていない。現在開講されている科目は、担当教員の熱意に支えられているのであ
るが、残念ながらその熱意に対して十分な評価がなされているとは言えない。 
一方、英語科目の履修状況を精査してみると、科目によってばらつきがあるものの、１
科目あたり平均 6.2名の正規の学部生が履修していることがわかる。表４は、2009 年度教
養展開科目（国際性を高める）として開講された 11 科目の正規生の最終的な登録状況であ
るが、のべ 68名の学生が登録している。この 68名の所属学部は、薬学部、看護学部を除
く７学部にまたがっている。先の異文化コミュニケーションの授業で行った履修動機の調
査では、海外留学や将来の仕事と結びつけた記述が多く見られたと同時に、「千葉大学は英
語で学べる授業が尐ないので是非履修したい」という声も多数あった。 
 
表４ 英語による授業における正規学部生の受講状況（11科目合計） 
 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 計 
前期 ５名 ８名 ７名 11 名 31 名 
後期 23 名 ７名 ３名 ４名 37 名 
計 28 名 15 名 10 名 15 名 68 名 
 
こうした現状から、英語による科目は、短期留学プログラムの一環として考えるだけで
はなく、正規学生に対する教育的意義も勘案して開講されるべきだと考えられる。また、
学内の教員だけではなく、場合によっては、非常勤講師の採用も含めて立案されることが
望ましい。 
授業科目に関わる課題としては、英語科目に限らず、学部交換プログラムの新たな目標
や推奨科目が学生のニーズやレディネスと合致しているかどうかを学生からのフィードバ
ックを参照しながら検討すること、またその結果に応じて科目提供を充実させることなど
も挙げられる。 
 
４．むすび―今後の課題 
本稿では、2003 年度以降の千葉大学の J-PAC について、学部交換プログラムを中心に、
現状を概観した。この間に、JASSO 奨学金に大学院生を対象とする専門性の高い短期プ
ログラムへの支援カテゴリーが加わり、2009 年度には園芸学研究科、薬学部、医学部から
も短期プログラムの申請がなされるなど、J-PAC の枠を超えた協定校からの短期留学生が
増えてきている。 
今後の展開を考える上で重要なことは、協定大学が増え、学生交流協定に基づく学生受
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け入れが増加、多様化することが、千葉大学にとってどのようなメリットがあるのかとい
う点である。具体的には、受け入れによって、千葉大学生の交換留学の機会が増えている
か（バランスの取れた双方向の学生交流となっているか）、一般学生と留学生の相互交流が
活発になり、異文化理解・異文化への寛容性を高めているか、より質の高い教育プログラ
ムの提供につながっているのか、優秀な留学生の再入学につながっているのかなどを検証
することが必要であろう。 
J-PAC の個々のプログラムについても、そうした検討を踏まえて、改めてその目的や意
義を明確にし、様々な受け入れプログラムの中に位置づけていかなければならないと考え
る。 
 
注 
（１）2009 年 7 月実施のアンケートの結果（回答者 45 名）によると、J-PAC への応募理
由（複数回答）の第 1 位は日本語上達（36 名）、第 2 位は日本への興味（34 名）、
第 3 位以下は、外国への興味（19 名）、奨学金（14 名）、千葉大学の授業（8 名）と
なっている。 
（２）2010 年 4 月からは留学生戦略企画室のもとに留学生受入れ・派遣対応室が置かれ、
留学生受入れ専門委員会の業務を引き継いでいる。 
（３）最も分散型受入れの多かった文学部では、1998 年度には９名、以下、1999 年度 6
名、2000 年度 6 名、2001 年度 7 名、2002 年度 8 名の協定大学からの学生を受け入
れていた。 
（４）普遍教育科目とは、全学の学部生に対して行われる教養教育とリテラシー教育を包
含した科目群の呼称。本稿に関連する「教養展開科目（国際性を高める）」「留学生
用科目」は普遍教育科目の下位のカテゴリーである。 
（５）このリストは J-PAC のパンフレット『J-PAC2010-2011』に掲載したものを基に作
成した。すべて半期の科目であるが、開講の時期は区別していない。 
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